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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	B&G兵庫ジュニア海洋クラブ　　中2　　田中美紗樹

	大 会 名
	15thアジアセーリングチャンピオンシップ

	開 催 地
	マレーシア　ランカウイ

	大 会 期 間
	2012.2.16-25

	セールNo
	JPN 3239
	最 終 順 位
	7位


	気温、水温

ウエアについて
	暑かったです。
服は、海パンとTシャツで過ごせましたが、日焼けを避けるために海上では長袖でした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	波はなくおだやかな海面でした。風は軽く、風向は朝は北東から右にまわり、目の前の島のブランケットになってから、島の右の方から来る、という感じでした。


	　セッティングで

注意したこと
	やわらかいセットにしましたが、波がなかったので、レーキはいつもよりたてて走りました。

	　セーリングで

　注意したこと


	ｾｰﾙを出しぎみにしてリーチをつまらせないようにして走りました。

	　海上で練習した

こと
	もう一人と、2分間ずつセパレートするのを2回して、真ん中までは左右どちらがいいのか後半はどちらがいいのかチェックしました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	はじめの方は、どんな走らせ方がいいのかわかりませんでしたが、わかってくると海外の選手に勝てるくらい速く走ることができました。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	有利で混雑しているサイドから出るよりは、空いているところから余裕を持ってスターとした方が、後のコースどりが楽にできました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？
	たいてい、1レースめが片ふれ、2レースめはブローを上手くつかめば、上位にいけました。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	前半から上位にはいっているかいないかの違いでした。後半はレースの仕方に慣れてきたので、勝負することができました。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	スピーと練習。スピートに集中していても周りを見れることができたので、対応ができました。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	もともと課題だった内側に入りすぎることがおおかったので、両端に出た人たちに負けてしまいました。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	タイの選手。1上は私と同じようなところにいたのに、フィニッシュしたら上位の方にいました。

	　今後の課題と

　目標は？
	もっと左右の有利不利を見分ける力をつけて、確実に上位に入れるコース取りをみにつけたいです。

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	　

その他


	ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

